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ラッパ隊による入場行進での演奏 田代幼年クラブの誓いの言葉 規律正しく入場する消防団員

　

１
月
８
日
（
日
）、
平
成
29
年

出
初
式
は
、
雨
天
の
た
め
中
央
公

民
館
体
育
館
で
式
典
の
み
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
隅
肝
属
地
区
消

防
組
合
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
や
田

代
幼
年
ク
ラ
ブ
の
、「
火
遊
び
は

し
ま
せ
ん
」
と
の
誓
い
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
勤
続
年

数
に
応
じ
た
表
彰
や
25
年
在
職
消

防
団
員
の
妻
や
家
族
、
退
団
者
へ

の
感
謝
状
贈
呈
が
あ
り
合
計
61
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
各
表
彰
】	

（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
賞

本
部	

貫
見　

 

広
幸

神
川
分
団	

永
田　

 

幹
朗

日
本
消
防
協
会
功
績
章

本
部	

小
吉　

 

昭
弘

日
本
消
防
協
会
精
績
賞

麓
分
団	

栗
脇　
　

 

勉

鹿
児
島
県
知
事
賞
表
彰
（
40
年
勤
続
賞
）

本
部	
貫
見　

 

広
幸

神
川
分
団	
有
村　
 

逸
雄

日
本
消
防
協
会
勤
続
章

神
川
分
団	

坂
下　

 
勝
昭

鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章

麓
分
団	

大
寺　

 

幸
夫

池
田
分
団	

新
久
保 　

誠

池
田
分
団	

新
久
保 

洋
美

神
川
分
団	

繁
昌　

 

友
和

池
田
分
団	

押
領
司 

明
人

池
田
分
団	

白
井　

 

良
治

宿
利
原
分
団	

永
吉　

 

慶
二

宿
利
原
分
団	

牧
原　

 

勝
郎

鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章

池
田
分
団	

前
迫　

 

芳
文

池
田
分
団	

白
井　

 

裕
一

池
田
分
団	

馬
込　

 

真
一

麓
分
団	

大
寺　

 

俊
一

中
央
分
団	

荒
武　

 

康
成

役
場
消
防
隊	

黒
瀬　

 

慎
吾

鹿
児
島
県
知
事
勤
続
章
（
10
年
）

大
原
分
団	

野
口　

 

信
之

神
川
分
団	

今
隈　

 

幸
洋

神
川
分
団	

段　
　

 

隆
司

神
川
分
団	

今
熊　

 

大
輔

神
川
分
団	

今
熊 

亮
太
朗

役
場
消
防
隊	

山
下　

 

知
幸

役
場
消
防
隊	

今
村　
　

 

学

中
央
分
団	

川
崎　

 

淳
也

川
原
分
団	

上
八
重 

悦
朗

麓
分
団	

折
田　

 

正
昭

役
場
消
防
隊	

水
流　

 

瑞
穂

役
場
消
防
隊	

田
代　

 

眞
介

役
場
消
防
隊	

馬
庭　
　

 

司

役
場
消
防
隊	

小
川　

 

純
一

鹿
児
島
県
消
防
協
会
肝
属
支
部
勤
続
章（
15
年
）

川
原
分
団	

姫
ヶ
迫 

浩
一

麓
分
団	

栗
脇　

 

元
喜

中
央
分
団	

松
山　

 

和
幸

中
央
分
団	

柳
田　

 

太
樹

宿
利
原
分
団	

大
坪　

 　

稔

川
原
分
団	

原
澤　

 　

泉

川
原
分
団	

近
川 　

瑞
穂

神
川
分
団	

小
園 

啓
一
郎

中
央
分
団	

宮
脇　

 

崇
宏

25
年
勤
続
妻
・
家
族
の
表
彰

中
央
分
団	

濵
田　

 

協
子

神
川
分
団	
上
鶴 

ス
ミ
エ

麓
分
団	
麥
生
田 

才
子

退
団
者
表
彰
（
10
年
以
上
）

本
部	

今
熊　

 
俊
郎

川
原
分
団	

貫
見　

 
和
洋

池
田
分
団	

小
平　

 

春
文

池
田
分
団	

馬
込　

 　

渉

川
原
分
団	

水
流　

 

洋
一

宿
利
原
分
団	

牧
原　

 

和
美

中
央
分
団	

小
田　

 

隆
広

役
場
消
防
隊	

宿
利
原 

伸
一

池
田
分
団	

中
野　
　

 

勉

麓
分
団	

淵
田　

 

隆
男

宿
利
原
分
団	

橋
元　

 

秀
二

川
原
分
団	

中
原 

登
志
也

大
原
分
団	

東
郷　

 

昭
人

役
場
消
防
隊	

原
澤　

 

政
徳

 

錦
江
町
消
防
団
は
、
７
つ
の
分

団
が
あ
り
ま
す
。

　

年
々
団
員
数
が
減
少
し
、
次

の
担
い
手
が
少
な
く
こ
の
ま
ま

で
は
、
消
防
団
機
能
の
存
続
が

難
し
い
状
況
で
す
。
１
月
１
日
現

在
で
総
勢
２
３
１
人
の
団
員
が

所
属
し
て
い
ま
す
が
約
30
人
ほ

ど
足
り
て
い
ま
せ
ん
。（
各
分
団

の
人
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。）

　
消
防
団
活
動
は
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
参
加
で

き
ま
す
。
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
力
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
22-

０
５
１
１
）

各分団所属人数
分団名 人数

中 央 分 団 40
神 川 分 団 40
池 田 分 団 35
宿利原分団 25
麓 分 団 24
川 原 分 団 23
大 原 分 団 19
役場消防隊 25

消
防
団
員
募
集

平
成
29
年
　

消
防
団
員
出
初
式

～ 
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
新
た
に 

～
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今
回
の
社
会
福
祉
大
会
で
は
、

錦
江
町
の
〝
未
来
〟
を
見
つ
め
る

た
め
の
「
錦
江
町
『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』

づ
く
り
講
演
会
」
の
第
２
弾
と
し

て
国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉

学
部
学
部
長
の
高
橋 

泰
教
授
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
高
齢
化
社
会
の
課
題
を

ふ
ま
え
て
医
療
・
介
護
な
ど
の
未

来
を
ど
の
よ
う
に
作
る
べ
き
か
と

い
う
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
皆
様
と
内
容
を
共
有
す
べ
く
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
お
伝
え

し
ま
す
。

テ
ー
マ
：

　「
人
口
減
少
社
会
に
向
け
て

　
　
老
い
方
・
死
に
方
が
変
わ
る
」

《
講
演
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

① �

大
隅
半
島
の
医
療
は
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
て
い
る

② �

介
護
・
看
護
の
負
担
を
減
ら

す
国
づ
く
り
が
必
要
！

③� 「
か
っ
こ
よ
く
老
い
て

　
　
か
っ
こ
よ
く
死
の
う
」

　
① �

大
隅
半
島
の
医
療
は
介
護
・
リ

ハ
ビ
リ
に
特
化
し
て
い
る
！

　

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
と
介
護

給
付
費
は
、
全
国
平
均
よ
り
高
く

一
般
病
床
数
は
非
常
に
多
い
。
ま

た
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め

の
療
法
士
数
が
非
常
に
多
く
、
慢

性
的
な
病
気
や
リ
ハ
ビ
リ
で
回
復

を
目
指
す
に
は
十
分
な
環
境
が

整
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
脳
こ
う
そ
く
や
心
臓

発
作
な
ど
、
急
性
の
疾
患
に
対
応

で
き
る
病
院
が
少
な
い
た
め
、
鹿

屋
市
な
ど
が
病
院
を
集
積
す
る
な

ど
し
て
、
早
急
に
対
応
を
考
え
た

方
が
良
い
。

② �

介
護
・
看
護
の
負
担
を
減
ら

す
国
つ
く
り
が
必
要
！

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
は
今
ま
で

以
上
に
進
み
、
２
０
２
５
年
に
は

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
。

支
え
る
側
は
少
な
く
、
支
え
ら
れ

る
側
は
増
加
す
る
。医
療
現
場
は
、

人
工
知
能
や
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
用

い
て
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
こ

と
で
現
場
の
人
員
不
足
を
補
い
、

労
働
環
境
の
改
善
と
よ
り
効
率
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
現
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
病
院

を
集
約
し
人
員
や
病
院
の
機
能
を

ま
と
め
て
効
率
を
上
げ
る
こ
と
も

必
要
に
な
る
。

③
「
か
っ
こ
よ
く
老
い
て

　
　
か
っ
こ
よ
く
死
の
う
」

　

人
々
の
死
生
観
が
変
化
し
て
き

て
い
る
。
欧
米
で
は
延
命
措
置
を

し
て
ま
で
生
き
た
く
な
い
と
い
う

人
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
日
本
で
も

そ
の
よ
う
に
考
え
る
人
が
増
え
て

き
た
。
高
齢
者
の
方
は
自
分
が
ど

こ
ま
で
生
き
た
い
の
か
を
決
め
て

「
か
っ
こ
よ
く
老
い
て
か
っ
こ
よ

く
死
の
う
」

人口減少の危機を説明する高橋教授

町長から賞状を受け取る唐仁原さん

第2弾

づ
く
り
講
演
会

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

　

１
月
７
日
（
土
）、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で
第
２
回
社
会
福
祉
大
会

が
開
催
さ
れ
約
３
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
福
祉
表
彰
で
は
、
運

動
教
室
の
補
助
員
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
８
年
間
続
け
て

い
る
「
田
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語

表
彰
や
80
歳
で
20
本
の
自
分
の

歯
を
お
持
ち
の
方
を
表
彰
す
る
、

８
０
２
０
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
受
賞
者
紹
介
（
敬
称
略
）】

◦
福
祉
表
彰

　

田
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

◦
８
０
２
０
表
彰

内　

門　

サ
ナ
エ	

（
神
之
浜
二
区
）

川　

邉　
　
　

滋	

（
原　

沢
）

川　

邉　

チ　

エ	

（
原　

沢
）

久　

保　

ヨ
シ
エ	

（
宮　

脇
）

栗　

脇　
　
　

衛	

（
寺　

前
）

笹　

原　

ノ
ブ
子	

（
段
中
野
）

田　

淵　

義　

夫	

（
山　

下
）

田　

端　

一　

男	

（
盤　

山
）

吉　

永　

道　

子	

（
塩　

屋
）

宿
利
原　

義　

照	

（
宿
利
原
）

假　

屋　

昭　

隆	

（
神
川
中
）

田
之
脇　

リ
ツ
子	

（
西
中
郡
）

鳥　

越　
　
　

稔	

（
塩　

屋
）

◦
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
表
彰

最
優
秀
賞

　

唐
仁
原　

幸
海	（
田
代
小
２
年
）

優
秀
賞

　

小
平　

ひ
か
る	（
池
田
小
４
年
）

　

有
島　

悠
月	

（
大
根
占
小
５
年
）

　

後
釜　

佑
紀	

（
錦
江
中
１
年
）

　

中
村　

真
優	

（
錦
江
中
３
年
）

準
優
秀
賞

　

前
田　

歩
海	

（
大
根
占
小
２
年
）

　

鶴
田　

風
児	

（
田
代
小
３
年
）

　

平
原　

佳
樹	

（
錦
江
中
１
年
）

　

濵
田　

優
希	

（
田
代
中
２
年
）

　

邉
志
切　

尊	

（
田
代
中
３
年
）

第
２
回　

社
会
福
祉
大
会

～ 

み
ん
な
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

～
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暮らしの情報や、みんなの活躍など、まちの話題をピックアップしてご紹介します。

１月３日、文化センターで成人式が行われました。
今年の新成人は84名で、式には65名が出席しました。

成人の主張では４人の代表者（森田聖太さん・瀬戸
真凜さん・冨尾大地さん・大寺みなみさん）が、それぞ
れ育ててくれた親や地域への感謝の気持ち、これから
の目標などについて話しました。

成人式実行委員長の松村聖奈さんは「成人を迎えら
れたことが嬉しく、両親に感謝したい。両親みたいな
大人になりたいです」と話しました。

平成29年成人式が
行われました

3

町民歌を歌う新成人

実行委員長としてあいさつをする松村さん 開式前に友人とハイポーズ！ 町民歌を歌う新成人

錦江町れんこん部会では、耕作放棄地解消や湿田対策とし
て鹿児島県本土では初めてレンコン栽培に取り組み、12月20
日に市場へ初出荷しました。（離島では屋久島で栽培されてい
ます。）

２年前から試験栽培や販路を探しながら現在５名の方々が
耕作され約80a生産しています。九州内では佐賀県と熊本県
の生産が盛んですが、今後錦江町レンコン部会は温暖な気候
を活用した早出しレンコン栽培に取り組みながら、販路の拡
大を目指すそうです。

錦江町産れんこん、
市場へ初出荷！

12月20日（火）に、錦江警察署より12月の年末年始特別警
戒出発式で発表した防犯等ソング「いつでも元気で」の制作・
発表に関わった、「なんぐう交通・防犯少年団」の大根占小学校
と音楽バンドの「JOY SOUNDS」へ感謝状を贈られました。
　振り込め詐欺や交通事故の防止を目的とするこの曲は、大
根占小学校・神山小学校（南大隅町）の児童がつくった標語を
もとに、錦江警察署署員が作曲をしました。そして、出発式
の際にはJOY SOUNDSが演奏、児童が合唱を行い振り込め
詐欺の防止・交通安全を訴えました。

歌で、犯罪・事故を減らそう！

1

2
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⃝ 地籍調査事業のお知らせ ⃝
平成29年度地籍調査実施地区（予定）について

　地籍調査とは、一筆ごとの土地所有者、地番、地目を調査し境界の位置と面積を測量する調査です。登記
の情報を正確に改め、土地に関するさまざまなトラブルを未然に防ぎます。
　平成 29年度の地籍調査予定地区は、大字田代麓の一部です。詳細は対象となった土地をお持ちの方へ 3
月ごろに案内を送付します。
　現地立ち会い調査は 7月ごろから開始予定です。
　※一筆…土地登記簿上の一区画

【現在の調査進捗状況】
　皆様のご協力により、地籍調査は田代地区の約 40％を残すところまで終わりました。今後ともご協力よ
ろしくお願いします。

区　　　分 全体 大根占地区 田代地区
全体面積 163.15㎢ 85.34㎢ 77.81㎢
除外面積（国有林等） 56.63㎢ 23.72㎢ 32.91㎢
要調査面積 106.52㎢ 61.62㎢ 44.90㎢
平成28年度終了時実施済面積 88.01㎢ 61.62㎢ 26.39㎢
平成28年度終了時進捗率 82.62％ 100％ 58.78％

平成29年度の調査地区及び小字名です。
（事業費の縮小等により調査地区の変更も予想されます）

田　代
　田代麓 1 地区　　0.933㎢　　土屋・小榎・横峯・串目川原

　田代麓 2 地区　　1.562㎢￼ 　大牟禮・八ノ尾

　田代麓 3 地区　　0.603㎢￼ 　先中野・丸塚
※�南部開発等の終了した地域は、地籍調査と同じ精度の測量がすでに行わ

れておりますので対象外となります。

【調査後の注意点】
・�調査時に境界に立てられる「境界杭」
は境界を示すものなので、抜かないよ
うに管理をお願いします。
・�調査が終了した地区で合筆、分筆等が
必要になった場合は、個人でおこなっ
ていただくことになります。

平成29年度 地籍調査事業

【お問い合わせ先】　支所住民生活課（税務地籍チーム）　℡ 0994-25-2511

※�なお、下の図面の赤色の部分が 29年度予定地区です。緑色は国有林で、
水色は調査終了した地区です。（現在 28年度分で調査中のところを含み
ます。又、南部開発等の地区も含みます。）
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　町民の皆さま、こんにちは。立春の季節となり、すっかり春めいて参りました。
　２月と言えば、東北では冬真っ盛りで、春？どこに？という感覚でしたが、こちらに住んで、随所に『立春』
を感じながら生活出来ており、生活環境の素晴らしさにただただ驚きの日々です。
　さて、本号では錦江町総合戦略の『仲間づくり』について、町民の皆さまに紹介・説明します。

錦江町総合戦略改訂版における『取り組み』について（５回目）

　先月号では５つの戦術のうち２つ目の『仕事づくり』について解説しましたが、本号では３つ目の戦術で
ある『仲間づくり』を紹介します。
　なお、総合戦略そのままの表現では非常に分かりにくいため、簡潔平易な表現に努めると共に町民の皆さ
まにとって重要だと考えられる内容を抜粋して紹介します。
　また、今回は、町民の皆さまにとって、最も関心の高いことがらであることから、『仲間づくり』を特集す
ると同時に、『耳の痛い話』もさせていただきます。
　町民全てが共有する『課題』を解決する為には、深刻な状況をご理解いただき、共に活動くださることを
切にお願いします。

１）『仲間づくり』について
　『仲間づくり』戦術を簡潔に表現すると、次のようなことです。

２）錦江町に住んでもらえるよう、積極的に誘致する対象の方
　次のような考え方で、『仲間づくり』に取り組みます。

①　錦江町内で雇用や経済効果を創出できるような『仕事』を町内に持ち込んでくれる方
　農業・福祉・公共サービス以外には産業が少ない状況ですので、光回線とコンピューターさえあれば
世界中を相手にどこでもビジネスが出来、町内経済にも好影響を与えられ、子供達の憧れとなり得る�
『優秀な』方々を積極的に誘致し、錦江町の新産業の『核』となっていただきます。
　やがてこのことが、町内の若者の町外流出を『緩和』する手段になり得ると考えています。

②　錦江町の主産業である『農業』をビジネスと捉えて積極的に取り組む方
　平成 27 年度で生産高９１億と、全国的にも健闘をしている当町農業の未来を担える若年層や女性層
に対して、積極的にビジネス型就農へと結びつけます。
　但し、このことは『働き手』では無く、『担い手＝農業経営者』を中心に誘致するものです。

③　後継者がいない事業者の『既存事業＋新たな発想』切り口で『後継者』になってくれる方
　有望な事業にもかかわらず、後継者がいないが故に廃業せざるを得ない事業者に対して積極的に町内
外の若者を結び付けられるよう働きかけを行います。
　特に、光回線によるインターネット社会の今、これまでに無い発想で成功したビジネス事例がいくつ
も出ています。

吉田統括監だより 第 9 号

① 移住者を増やす　→　錦江町に『住み』、町民や町に良い影響を与えてくれる方を増やすこと。
② 回帰者を増やす　→　町出身者で町の将来性に可能性を感じて『回帰』してくれる方を増やすこと。
③ 支援者を増やす　→　錦江町を強力に『応援』してくれる方を増やすこと。
④ 投資者を増やす　→　錦江町に対して積極的に『投資』してくれる方を増やすこと。
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④　全国どこでも勝負できるビジネスをしながら子育てをされているひとり親の方
　移住者誘致を表明する前から、子育て支援をしっかり実践し、出生率が県内トップクラスの錦江町の
強みを最大限活かし、ビジネスは頑張っているけれど、都会での子育ては中々辛いと考えている一人親
の方々と積極的に繋がり、移住へ結び付けます。

⑤　錦江町に住み、鹿屋市で働く方
　①～④は直ぐ成果に結び付くほど、甘い状況ではありませんが、『錦江町在住、鹿屋市勤務』のライフ
スタイルは非常に現実的であり、マーケティング分析の結果、首都圏在住者などに受入れられる可能性
がたいへん高いと分析しています。
　町内消費やコミュニティ維持のためにも、住んでいただく方を一定程度確保するための現実的施策と
してご理解ください。

３）錦江町へ移住または回帰してもらう上でのとても深刻な『町内の課題』について
　～空き家の流通が全国の『頑張っている』過疎地と比較し、極端に低いこと～

　専門組織の調査によるとすぐに使用できる、もしくは補修すれば使用できる空き家が町内に 599軒
存在しています。ちなみに、特定空き家等を含む空き家所有者約 700 名強に対し、空き家を他の方に貸
す、もしくは売るために設置した役場の制度である『空き家バンク』への登録意思調査を実施したところ、
わずか１割程度しか興味を示さず、実際の登録数がたった５軒しかありませんでした。
　集落の疲弊や人口減少による後継者不足などを嘆く方は多いのですが、空き家バンクへの登録が非常
に低く、このことから、過疎は困るが、積極的には協力するつもりは無いと思われる町民もしくは町出
身の町外在住者が多いことが明らかです。
　非常に低い空き家バンク登録結果に代表される、町内の空気（状態）は、錦江町の過疎を少
しでも改善する活動上、最大の障害となり得ると考えています。

４）特に町民の皆さまに協力をお願いしたい　『待ったなしのこと』
　～空き家バンクへ登録のご協力をどうかよろしくお願いします～

　空き家バンクとは、登録された賃貸や売買の物件を町ホームページに掲載するなどして、希望者に紹
介する制度です。「家を借りたい」という方々からのたくさんの問い合わせをいただきますが、売買物件
2 件（平成 29 年 1 月 31 日現在）の登録しかなく紹介できない状況が続いています。
　皆さまからも空き家所有者へ積極的な働きかけをお願いします。
　なお、空き家バンクに登録すれば、1 年以上空き家になっているものを改修する場合は、事業費の
20％（上限 30 万円、条件あり）を助成する制度もあります。また、家財道具の撤去や処分にも 10 万
円を上限に助成する制度もあります。
　空き家バンク制度や助成制度につきましては、政策企画課（℡ 22-3032）までお問い合わせください。
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■ �平成29年4月16日が投票日　「錦江町議会議員選挙」のお知らせ

■ �福祉バスを売却します

■ �第12回　花瀬公園まつり駅伝大会の参加者募集

　任期満了による錦江町議会議員選挙は、平成 29 年 4 月 16 日が投票日です。また、立候補を希望の方
は、3 月 15 日（水）の説明会にご参加ください。

【投票・開票に係る日程】
　⃝投開票日：平成 29 年 4 月 16 日（日）　　　⃝告 示 日：平成 29 年 4 月 11 日（火）
　⃝期日前投票の期間：平成 29 年 4 月 12 日（水）～ 15 日（土）

【立候補の届出に係る説明会等の日程】
　⃝立候補予定者説明会：平成 29 年 3 月 15 日（水）午前 10 時から（本庁 2 階会議室）
　⃝立候補届出事前審査：平成 29 年 3 月 28 日（火）午前 10 時から（本庁 2 階会議室）
　⃝立候補届出の受付日：平成 29 年 4 月 11 日（火）午前 8 時 30 分から午後 5 時まで
　※�立候補の届けは、定められた日時内でしか受け付けることができません。午後 5時を過ぎますと、いかなる理由
があっても受理することができませんので、余裕を持って受付会場に来られるようお願いいたします。

　公用車（支所福祉バス）として使用しておりました車両１台を一般競争入札により売却します。入札
参加希望者は、次の事項に注意して一般競争入札に参加してください。
【入札日時】平成 29 年３月３日（金）午前９時
【入札場所】錦江町役場本庁２階多目的研修室
【入札参加申込】
　受付期間：平成 29 年２月 13 日（月）～２月 24 日（金）＊土日を除く
　配布場所：支所住民生活課・本庁総務課
　申込方法：�申込用紙に記入・押印し、身分証明書類（役場発行）と併

せて配布場所までお持ちください。
【売り払い車両状況】
　物品名：三菱　支所福祉バス（29 人乗り）	 初年度登録年月：平成 8 年 7 月
　車検満了日：平成 29 年 9 月 15 日	 走行距離：180,088㎞（平成 29 年 1 月 17 日現在）
　車体色：白とグレーのツートンカラー	 変速機：MT

【お問い合わせ】田代支所住民生活課 民生チーム　℡ 0994-25-2511

　花瀬公園まつり駅伝大会への参加者を募集します。タスキをつないで、仲間との絆を深めてみません
か？駅伝終了後は、抽選会なども行われます。多くのランナーの参加をお待ちしています。

【開催日時】平成 29 年 3 月 19 日（日）　午前 10：00　花瀬でんしろう館多目的広場スタート
【コ　ー　ス】�花瀬川沿いに東上し国道 448 号を西へ、役場田代支所から県道 68 号を南下し多目的広場が

ゴール。全長 16.4km の 7 区間
【部　　門】①小学生の部 ②中学生の部 ③一般の部 ④女子の部 の 4 部門　※小学 3 年生以上の健康な者
【チーム編成】監督 1、選手 7、補欠 3　計 11 名
【参　加　料】高校生以上 1 チーム 5,000 円・中学生以下 1 チーム 3,000 円
【申込締切】2 月 20 日（月）まで（先着 60 チーム）
【申込方法】�申込用紙を本庁・支所の住民窓口と町ホームページ上に設置しますので、記載の上教育委員会へ持参または郵送。
【申込み先】〒 893-2392　肝属郡錦江町城元 963 番地　錦江町役場　花瀬公園まつり駅伝大会実行委員会
　※詳しい内容につきましては、教育課生涯学習チームまでお問い合わせください。
　　大会当日は、町民の皆様に交通等ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

教育委員会 からのお知らせ
生涯学習チーム　℡ 0994-22-0517

住民生活課 からのお知らせ
民生チーム　℡ 0994-25-2511

選挙管理委員会 からのお知らせ
本庁　選挙管理委員会　℡ 0994-22-3040
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　平成 29 年 2 月 16 日（木）（予定）から携帯電話の新しい電波利用開始に伴い、一部地域でその電波が
テレビアンテナで受信され、地上デジタルテレビ放送に「映像の乱れ」「映らなくなる」などの影響を発生
させる恐れがあります。　　
　もし、2 月 16 日以降にテレビへの影響があった場合、700MHz 利用推進協会コールセンターへお問い
合わせください。電波の干渉が原因の場合、回復工事が実施されます。

【注意事項】
※�本工事に関する費用は 700MHz 利用促進

協会が負担し、工事作業者が費用を請求
することは一切ありません。

※�訪問する工事作業者は右記の『テレビ受
信障害対策員証』を携行しています。不審
に思われた場合は提示を求め、コールセン
ターまでお問い合わせください。

　● 700MHz 利用推進協会…�NTT ドコモ、KDDI 株式会社、沖縄セルラー電話株式会社、ソフトバンク株式会社の
4 社が設立した団体。

【お問い合わせ】700MHz 利用促進協会コールセンター　℡ 0120-700-012

■�事務取扱窓口変更のお知らせ

■�全国の先駆的実践者による「錦江町『MIRAI』づくり講演会」開催のお知らせ

■�携帯電波試験実施に伴うテレビ受診障害対策工事のお知らせ

　平成 29 年 4 月 1 日から、次のことが役場でできるようになります。

● 県が発行した栄養士免許証・調理師免許証（新規、訂正及び書換え、再交付）の受け取り
　　※申請手続きは従来どおり保健所または県庁です
　【窓口、お問い合わせ先】本庁 保健福祉課 衛生チーム　℡ 22-3044

● 中小小売商業振興法等に関する計画の認定および事前相談
　※�中小小売商業振興法…商店街の整備、店舗の集団化、共同店舗等の整備などの事業を円滑に　　　　

　し、経営の近代化を促進する法律です。
　【窓口、お問い合わせ先】本庁 産業振興課 経済チーム　℡ 22-3034

　「第 6 回　錦江町『MIRAI』づくり講演会」のお知らせです。日本有数の改革実践者が様々な障壁に打ち
勝って未来を切り拓いたご経験を錦江町で熱く語ります。「未来づくり」は大人だけのものではありません。
小学生以上の方々も一緒に皆で未来を考える機会にしましょう！

講演テーマ：「【奇跡の村】と呼ばれる長野県下條村で、地域再生にかけた 24 年の思い」
　全国でも数少ない『奇跡』と呼ばれる自治体の一つが『長野県下條村』です。さまざまな困難にぶち当
たりながらも、決して折れず、決してあきらめず信念を貫き、やがて『奇跡の村』と称賛を集めるようになっ
た下條村再生請負人のホンネを聞くことができる貴重な機会です。まちづくりとはいったい何のため、誰
のためにあるのかを伊藤前村長は私たちに教えてくれます。
　少し難しい話かもしれませんが、未来を担う子どもたちや若者たちこそ、ぜひ聞いてもらいたいと強く
願っています。

【日　　時】平成 29 年 3 月 4 日（土）14 時～ 16 時
【講師氏名】伊藤 喜平様（長野県下條村前村長）
【お問い合わせ】政策企画課　℡ 0994-22-3032

政策企画課 からのお知らせ
本庁 政策企画チーム　℡ 0994-22-3032

みほん みほん
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～ 平成２８年度 大会成績 ～ 

団体戦 ベスト８（団体５位） 

榊 日菜子

第三位 榊 日菜子

・個人戦 第三位 若松 鈴香   ・団体戦 第三位 

☆鹿児島県高等学校弓道選手権大会

☆大隅地区総体

・団体戦 準優勝

・個人戦 第三位

☆大隅地区高等学校弓道選手権大会

・団体戦 準優勝

・個人戦 準優勝 瀬崎 結菜

☆弥五郎どん祭り弓道大会

・団体戦 優勝

・個人戦 優勝 榊 日菜子

☆鹿屋市及び近隣高等学校弓道大会 ☆義弘公奉賛弓道大会

☆大隅地区高等学校冬季弓道大会

・団体戦 優勝

・団体戦 準優勝 ☆大隅地区高等学校新人弓道競技大会  ・個人戦 優勝 瀬崎 結菜

～弓道部メンバー紹介～ 

３年 

南 花恋(根占中出身) 

２年 

１年 

早水  千夏(第一佐多中出身) 

～ 2017年の目標 ～ 

県総体で団体上位入賞を

目標に，一人一人が常に目

標をもって練習に精一杯

取り組みます！！ 

成人式書道部パフォーマンス 

 １月２日（月）南大隅町体育館で行われた成人

式にて書道部がパフォーマンスを披露し，新成人

のお祝いに参加しました。 

佐多岬マラソンボランティア＆本土最南缶販売 

 １２月４日（日）佐多岬マラソンでは，多くの生

徒・職員が選手やボランティアとして参加した他，

地域貢献コース（２年）による本土最南缶の販売も

行いました。一般の参加者の方々と触れ合いなが

ら，地域の一大イベントに楽しんで参加することが

できました。 

絵本読み聞かせ（大根占小学校） 

 １２月１４日（水）大根占小学校の１・２年生

を対象に絵本の読み聞かせを行いました。サンタ

やトナカイの衣装を着る等の工夫を凝らし，児童

たちと交流しながら楽しい時間を過ごすことがで

きました。 

榊 日菜子(根占中出身) 

瀬崎 結菜(根占中出身) 

大山 野乃花(錦江中出身) 

立神 沙弥華(根占中出身) 

谷 仁美(根占中出身) 

若松 鈴香(根占中出身) 
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年金だより　

ご存知ですか？
国民年金の任意加入制度

住 民 税 務 課 電話 0994-22-3039
住 民 生 活 課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年

以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。（
平
成
29
年
８

月
か
ら
受
給
資
格
期
間
が
10
年
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
で
資
格
期
間

が
10
年
以
上
あ
る
方
は
２
月
以
降
に
順

次
年
金
請
求
書
が
郵
送
で
届
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
た
は
鹿

屋
年
金
事
務
所
（
０
９
９
４
‐
４
２
‐

５
１
２
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

特
定
期
間
・
特
例
追
納
制
度
に

つ
い
て

・
特
定
期
間
と
は
、
国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者
が
、
配
偶
者
（
第
２
号
被
保

険
者
）
の
退
職
や
ご
本
人
の
収
入
が
増
加

し
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
扶
養
か
ら
外
れ
た

場
合
に
は
、
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り

替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。
こ
の
手
続
き

が
２
年
以
上
遅
れ
、
時
効
に
よ
り
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
届
出
に
よ
り

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
す
る
こ

と
が
で
き
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
事
態

を
防
止
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
た

だ
し
、
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。）

・
特
例
追
納
と
は
、
届
出
に
よ
り
特
定
期

間
と
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
特
定
保
険
料
を

納
付
（
特
例
追
納
）
す
る
こ
と
で
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
既
に
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

は
、
特
例
追
納
を
し
て
も
年
金
額
が
増
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

特
定
期
間
・
特
例
追
納
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４
）
ま
た

は
鹿
屋
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　収入保険制度は、従来の農業災害補償制度とは異なり、品目の枠にとらわれず、自然災害による収量減
少だけでなく、価格の低下なども含めた収入減少を補てんする仕組みです。この制度は、平成 30 年秋ご
ろから加入申請が始まる予定です。
　希望される方は、制度が始まる前に、加入条件である青色申告を始めましょう。

【具体的仕組み】
①青色申告をしている農業者（個人・法人）が対象です。

※青色申告（簡易な方式を含む）の実績が１年分あれば加入できます。
②農業者は、保険料・積立金を支払って加入します。（任意加入）

※�保険料は掛け捨てになります。保険料率は、今後変更があり得ますが、現時点の試算（補償限度８割）では１％（50％
の国庫補助後）です。

※�積立金は自分のお金であり、補てんに使われない限り翌年に持ち越されます。75％の国庫補助があります。
③�当年の収入が基準収入の９割（５年以上の青色申告実績がある場合）を下回った額の９割（支払い率）

を補てんします。
※�基準収入は、農業者ごとの過去５年間の農産物の販売収入の平均を基本とし、規模拡大など当年の営農計画等も

考慮して設定します。
【お問い合わせ先】鹿児島県農政部農業経済課農業共済係　℡ 099-286-3134

農業者に対する収入保険制度が始まります

　昨年好評をいただいた「錦江町田舎市場」を今年もオプシアミスミで開
催します！特産品協会選りすぐりの錦江町と与論町（錦江町の姉妹町）の
特産品を多数出品します。
　また、オプシアミスミ３階にある「和心創味　凛」において、２月 10
日（金）から 26 日（日）までの 17 日間、錦江町の食材を使った錦江町
ランチが１日限定 20 食提供されます。（ランチ時間：11 時～ 15 時）

日時：2 月 17 日（金）～ 26 日（日）までの 10 日間（10 時～ 19 時）
場所：オプシアミスミ 1 階（鹿児島市宇宿）

【お問い合わせ】特産品協会事務局（観光交流課内）℡　0994-25-2511

「錦江町田舎市場」を開催します

「和心創味 凛」で提供予定の錦江町ランチ

第２回
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⃝
�

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
さ
れ
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。（
保
険
料
納
付
免
除
者
は

除
く
）

⃝
�

積
立
方
式
で
少
子
高
齢
化
の
時

代
に
対
応
し
た
安
定
し
た
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

⃝
�

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

⃝
�

公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

農
業
の
担
い
手
に
は
、
一
定
の

要
件
を
備
え
れ
ば
政
策
支
援

（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

⃝
�

保
険
料
の
額
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
月
額
２
万
円
～

６
万
７
千
円
ま
で
自
由
に
決
め

ら
れ
ま
す
。

※�

加
入
の
申
し
込
み
や
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
か
農
協

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

◦
錦
江
町
農
業
委
員
会　
　

　
　

℡ 

22
‐
３
０
３
５
（
直
通
）

　

◦
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協

　
　

大
根
占
支
所

　
　

℡ 

22
‐
２
５
３
１

　

◦
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協

　
　

田
代
支
所

　
　

℡ 

22
‐
２
５
２
１

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人

の
登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
に

は
、
自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン

の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
請
求
で

き
る
、「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通

常
の
窓
口
で
の
請
求
は
６
０
０
円

の
と
こ
ろ
、「
か
ん
た
ん
証
明
書

請
求
」
を
利
用
し
、
郵
送
受
け
取

り
の
場
合
は
５
０
０
円
、
窓
口
受

け
取
り
を
し
た
場
合
は
４
８
０
円

と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

℡ 

０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
６
７

　

平
成
29
年
度
県
営
住
宅
の
空
き

家
待
ち
順
位
登
録
の
申
し
込
み
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

【�

募
集
住
宅
】
タ
ウ
ン
コ
ー
ト
ハ

ウ
ス
城
元
団
地

【�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
】

平
成
29
年
2
月
1
日
（
水
）
～

2
月
27
日
（
月
）

【�

抽
選
日
】
平
成
29
年
３
月
９
日

（
木
）
午
前
10
時
か
ら

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

㈱
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産

　

鹿
屋
支
店

　

〒
８
９
３
‐
０
０
１
４

　

鹿
屋
市
寿
３
丁
目
12
‐
24

　

℡ 

０
９
９
４
‐
40
‐
９
６
２
０

　

2
月
は
猫
の
適
正
飼
養
月
間
で

す
。
猫
を
適
切
に
飼
育
し
、
1
匹

で
も
殺
処
分
が
減
ら
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

＊
飼
育
の
ポ
イ
ン
ト
＊

① 

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

�　

室
内
飼
育
で
交
通
事
故
や
猫

同
士
の
け
ん
か
、
感
染
症
な
ど

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

② 

不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

�　

不
妊
・
去
勢
を
す
る
こ
と
は
、

病
気
の
予
防
や
ス
ト
レ
ス
の
軽

減
、
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

③ 

所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

�　

名
前
や
連
絡
先
を
書
い
た
迷

子
札
を
首
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
保
健
所　

　

℡ 

０
９
９
４
‐
52
‐
２
１
１
３

　
（
受
付
時
間
8
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

お
子
様
1
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
以
内
を
、
固
定
金
利
〔
年
１
・

１
８
％
（
平
成
28
年
12
月
9
日
現

在
）〕
で
利
用
で
き
、
在
学
期
間

中
は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　

第
64
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
2
月
18
日

（
土
）
か
ら
22
日
（
水
）
の
5
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
最
終
日
の
2
月
22
日（
水
）

は
午
前
8
時
30
分
に
根
占
中
下
を

ス
タ
ー
ト
し
、
午
前
9
時
頃
に
は
、

に
し
き
の
里
（
第
1
中
継
所
）
で

中
継
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
に
寄
生
す

る
根
こ
ぶ
病
に
感
染
す
る
と
、
根

が
こ
ぶ
状
に
膨
れ
、
養
分
や
水
分

の
吸
収
が
出
来
な
く
な
り
、
生
育

が
阻
害
さ
れ
ま
す
。

　

本
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
に

は
早
期
発
見
・
早
期
対
策
に
限
り

ま
す
の
で
、
右
写
真
の
よ
う
な
状

態
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
大
隅
地

域
振
興
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
大
隅
地
域
振
興
局　

野
菜
普
及
係

　
℡
０
９
９
４
‐
52
‐
２
１
４
４
・
２
１
５
５

「
根
こ
ぶ
病
」を
発
見
し
た
ら

大
隅
地
域
振
興
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

猫
は
責
任
も
っ
て

飼
育
を
し
ま
し
ょ
う

県
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

登
記
事
項
証
明
書
等
の

請
求
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

手
続
き
が
便
利
で
す

第
64
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で
の

ご
声
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

お知らせ
INFORMATION

2017. ２

★ ★ ★

★ ★ ★

農
業
者
年
金
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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戸
籍
の
窓
に
は
依
頼
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
他
市
町
村
で
届
出
を
さ
れ
た
方
で
、
こ
ち
ら
の
広

報
誌
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲
載
依
頼
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
住
民
窓
口
（
℡
０
９
９
４

‐
22
‐
３
０
３
９
）
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

12月26日
〜１月31日

今月の

大原小５年（盤山自治会）
町 清仁さん

大根占小 2 年（旭町自治会）
井上 慧さん

　ぼくのおすすめの本は、かいけつゾロリの新しい本です。ゾロリと
イシシとノシシは、いつものように旅をしています。おなかがすいて
歩くこともできません。そこに、家具屋のオーツがきて町まで連れて
行ってくれました。そこには、「コスモひめただいま王子さまをぼしゅ
う中」と言うポスターがあり、ゾロリたちも参加することにしました。
　なぞなぞやなぞかけが、たくさん出ていて楽しい本でした。ゾ
ロリシリーズの本は、たくさんあるのでみなさんも読んでみてく
ださい。

　私がしょうかいする本は、「かんたんせんせいとペンギン」
です。
　私は、日曜日お姉ちゃんと図書かんに来ます。その中で
一番好きな本です。
　ペンギンのリゲルは、「とびたいんです」とかんたんせん
せいにいい、二回ためしてみました。けれどリゲルは、なっ
とくいきません。そして、三回目、リゲルは空をとびました。
三回目の方法とは…つづきは、本をみてくださいね。

「かいけつゾロリの
王子さまになるほうほう」

原　ゆたか / さく・え

「かんたんせんせいと
ペンギン」

斉藤 洋 / 作・大森 裕子 / 絵

　
100
歳
を
迎
え
ら
れ
た
書
川
さ
ん

に
は
長
寿
を
祝
い
、
町
か
ら
賞
状

と
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◎
書
川
　
ふ
ぢ
江
さ
ん
（
旭
町
）

（
大
正
６
年
１
月
20
日
生
ま
れ
）

100
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お
誕
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日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

☎22-2345

鯉のぼり、のぼり旗、ひな人形大特売!
この広告をご持参の方
広告より更に1000円引
黒地のぼり大好評!!

紳士・婦人 礼服大特売!

戸籍に関する情報はホームページ上では
掲載致しておりません



大根占地区
◦公営　港団地…………………… 2戸
◦町営　旧池田中教員住宅……… 1戸

お問い合わせ及び入居希望の方は、本庁建
設課へご連絡ください。

（２月 1 日現在）

町営住宅 空き家情報

月　日 病　院　名 電話番号
2/11 肝属郡医師会立病院 22-3111

12 濱畑クリニック 25-2575
19 藤崎クリニック 22-2238
26 二川内科胃腸科 22-2033

3/  5 津崎医院 24-2166
※�諸事情により変更となる場合がございます
ので、ご利用の前にお問い合わせください。

休日の在宅当番医

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も
含まれます。

前月比
人　口 8,000人 （△21）

男 3,733人 （△11）
女 4,267人 （△10）

世帯数 3,960戸 （△13）

平成29年２月1日現在

人口の動き

※�３Ｂ体操と国保運動教室は随時参加者を募集しております。詳しくは、保健福祉課または地
域包括支援センターへお問い合わせください。

※�「MIRAI」づくり講演会の講演者等については、広報紙1月号または別途配布のチラシを
ご覧ください。

■お問い合わせ番号一覧
・保健福祉課…………………… ℡ 0994-22-3044
・地域包括支援センター……… ℡ 0994-22-3030
・鹿児島県司法書士会………… ℡ 099-256-0335
・総務課………………………… ℡ 0994-22-0511
・政策企画課…………………… ℡ 0994-22-3032子育て・各種教室

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

母子相談 2月13日（月）
3月   9日（木）

田代保健福祉センター
錦江町保健センター

9：00～
10：30 保健福祉課

無料法律相談 毎週月曜日 南大隅地区司法書士
法律相談センター

13：00～
16：00

鹿 児 島 県�
司法書士会

行政相談＆心配
ごと相談

2月28日（火）
3月9日（木）

田代保健福祉センター
錦江町老人福祉センター

9：00～
12：00 総務課

相　談

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ
第4回「MIRAI」
づくり講演会 2月16日（木）文化センター�2 階会議室

18：30～
20：30 政策企画課

第5回「MIRAI」
づくり講演会 2月18日（土）文化センター�2 階会議室

14：00～
16：30 政策企画課

【納付期限】
国民健康保険税 2月28日（火）

行事・イベント

くらしの情報

［ 編集後記 ］
● 今年の初仕事は成人式の取材でし

た。成人の主張では「両親や地域の
人に恩返しをしたい」や「自転車で
全国的に有名になって町の名前を広
めたい」というお話もあり、未来を
見つめる若者に頼もしさを感じまし
た。

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ
たんぽぽ教室 2月14日（火）錦江町保健センター   9：30～ 保健福祉課
マミー教室 2月17日（金）錦江町保健センター   9：45～ 保健福祉課
乳児健診 2月22日（水）錦江町保健センター 13：00～ 保健福祉課
かみかみ教室 2月24日（金）錦江町保健センター   9：15～ 保健福祉課
3歳児健診 3月8日（水）錦江町保健センター 13：00～ 保健福祉課

３Ｂ体操

2月14日（火）
2月15日（水）
2月16日（木）
2月23日（木）

鳥浜公民館
岩崎公民館
神川上公民館
大原多目的集会施設

10：00～
10：30～
10：30～
10：00～

地 域 包 括
支援センター

げんきぼ
運動教室

毎週月・木曜日
毎週火・金曜日

田代保健福祉センター
錦江町保健センター

14：00～
14：00～

地 域 包 括
支援センター

国保運動教室 第１・第２火曜日
第３・第４火曜日

田代保健福祉センター 
錦江町保健センター

10：00～
11：30 保健福祉課

安心の年中 365日・24時間受付
−家族葬、自宅葬から一般葬まで−
― ご家族の一人として、ご家族と共に―

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

〔JA グ ル ー プ　 ㈱ き も つ き 〕

真心と誠意の募集
①介護福祉士
②介護支援専門員
③看護師
人数／①～③のうち 1 ～ 2 名

（パート又は正職員）

受付は
随時！
お気軽に
お電話
ください。

担当：恒川☎２８−３０５５

デイサービスセンター
ケ ア リ ン ク
訪問看護ステーション

February.2017 VO
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